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令和 5 年度第 1 回熊本支部評議会議事概要報告 

開 催 日 時 令和 5 年 7 月 14 日（金）16：00～17：00 

開 催 場 所 熊本支部会議室（一部評議員はオンライン参加） 

出席評議員 岩﨑評議員、岩谷評議員、尾池評議員、梶川評議員、 

倉田評議員（議長）、田口評議員、野上評議員（50 音順） 

議 題  

議題１：令和 4 年度協会けんぽ決算と熊本支部収支（報告） 

議題２：令和 4 年度熊本支部事業実施結果（報告） 

議 事 概 要 

（主な意見等） 

 

 

議題 1：令和 4 年度協会けんぽ決算と熊本支部収支（報告） 

資料 1 及び 2 に基づき、事務局から報告。 

 

＜議長＞ 

 準備金について、5.6 か月分を保有することになる。例えば、公的年金制度における年

金積立金は運用して多少なりとも利益を出して財源に充てるということが行われてい

る。協会けんぽにおいては準備金は置いておくだけなのか、そういった活用がされてい

るのか。 

 

＜事務局＞ 

 現在、準備金については、譲渡性預金として運用している。準備金は健康保険法の規

定に基づき、厚生労働大臣が指定する金融機関への預金などが認められており、2022（令

和 4）年度の運用収入は約 9,300 万円である。 

 

＜学識経験者＞ 

 熊本支部の一人当たり医療給付費は全国でも高い位置で推移していると認識している

が、その要因をどう捉えているか。 

 

＜事務局＞ 

 生活習慣に起因する糖尿病や高血圧性疾患などの医療費が高いことが分かっている。

データヘルス計画においても、血糖値や HbA1c に着目した糖尿病領域者への対策や、慢

性腎臓病（ＣＫＤ）の抑止等には特に力を入れているが、その効果が見えるところには

至っていないのが現状である。 

 

 

議題 2：令和 4 年度熊本支部事業実施結果（報告） 

資料 3 に基づき、事務局から報告。 



2 

 

＜議長＞ 

 返納金債権の回収にかかる保険者間調整ついて、入金に時間を要することから、令和

4 年度内に収納することができなかったものがある、との説明だった。ＫＰＩについては

目標に届かず自己評価を「△（目標未達）」とされているが、収納が間に合わなかった金

額が入った場合、債権回収率はどの程度変化するのか。 

 

＜事務局＞ 

金額として、約 700 万円分の債権がそれにあたるが、債権回収率に換算すると 9.15％

になる。これが令和 4 年度内に収納できていたとするとＫＰＩの目標は達成していたこ

とになる。 

 

＜事業主代表＞ 

 特定保健指導の健診当日初回面談の推進について、弊社では慢性的な人手不足の中で

業務を回している。一人休まれると業務が回らないということもある。そういった意味

からも「健診当日の初回面談」を強く推進していただきたい。 

 

＜学識経験者＞ 

特定保健指導実施率について、全国トップということで非常に素晴らしい。しかしな

がら、対象者の改善率に課題があるような説明だった。この点については、詳細な分析

が必要ではないかと思う。例えば、事業所規模や業種などで何か傾向はあるのかなど、

分析が可能ならば、どこに重点的な取り組みを進めるべきか、といったことが検討でき

るのではないかと思う。 

 

＜事務局＞ 

 当支部は、特定保健指導の実施率は高い反面、それによる改善率は全国で下位の方で

ある。要因の一つとして、熊本県はメタボリスクが高く、特定保健指導による減量が 1～

2 ㎏あったとしても、それで特保対象から外れるというわけではない、といった難しい状

況があるようだ。 

 これに対しては、ご指摘のとおり要因や傾向などデータに基づく多角的な分析を行っ

ていく。令和 6 年度からは国による方針も第 4 期特定健康診査等実施計画となるので、

それに合わせて、アウトプットだけでなくアウトカムに表れる取り組みをしっかり検討

していきたい。 

 

＜議長＞ 

 議題以外にもご意見やご質問があれば、この機会にいかがか。 

 

＜学識経験者＞ 

 マイナンバー関連のトラブルについて連日報道されており、保険証廃止についても加

入者は気になっていると思われる。熊本支部おける現状と今後の対応、どのような取り
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組みを進める予定なのか、分かる範囲で教えていただきたい。 

 

＜事務局＞ 

 マイナンバー関連の報道等に関する対応は協会本部にて行っている。支部においては、

加入者からのお問い合わせが１日数件寄せられている。 

 協会全体としては、保険証とマイナンバーとの紐づけについて、令和 4 年 2 月に調査

を行い、7,114 件の誤登録が判明した。同一の個人番号に誤った情報を含む複数の記録が

紐づけられた、というものである。 

 これを受け、誤登録事案については、閲覧を停止し削除済みである。また、同様の誤登

録を防ぐためのシステム改修も実施済みである。これらは本年 2 月開催の厚生労働省社

会保障審議会医療保険部会において報告済みである。 

 今般の事案を受け、厚生労働省より本年 5 月 23 日の通知で、協会けんぽを含む各保険

者等において、正しい個人番号が登録できているか、7 月末までに点検すること、との方

針が示され、協会としても、この方針に従い、点検作業及びシステム改修を進めている。 

 

 

連絡事項 1：令 5 年度熊本支部評議会開催計画について 

連絡事項 2：熊本支部事務室の移転について 

資料 4 及び広報チラシにより、事務局から連絡。 

 

 

（以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 記 事 項  

・傍 聴：報道機関 2 名 

・次 回：令和 5 年 10 月 

 


